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***genome sequencing, 
genetic testing, 
right to know, 
right not to know, 
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Diagnose based on genetic information

Genetic testing is an effective tool for diagnosing genetic disorders.

Genetic information may reveal susceptibility to specific diseases.

Conducting genetic testing on a child for a parent diagnosed with a genetic disorder
can identify any inherited mutations, allowing for timely preventive treatment.
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Clinical use of genetic information is increasing, but the concerns about 
proper management of this information remains.

The understanding of the relationships between genetic diseases and 
their causative genes has significantly advanced through genome sequencing. “Right to know”

Individual’s right to access and use one’s
genetic information to make informed decisions
about one’s lives

Individual’s right to decline or avoid information 
regarding one’s genetic status, mainly to protect 
one’s psychological well-being

“Right not to know”
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The right to be informed and the right to remain
uninformed about gene mutations
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令和 8 年度 

 

 

聴 講 ・ 論 述 試 験 
 

 

令和 7 年 10 月 4 日 (土)   グローバル共創科学部   9:30 ～ 11:30 

【総合型選抜】 

 

 

注 意 事 項 

 

試験開始前 

1  監督者の指示があるまで，問題冊子，解答用紙，下書き用紙に手を触れてはいけません。 

2  監督者の指示に従って，全部の解答用紙（３枚）に受験番号を記入しなさい。 

 

試験開始後 

3  この問題冊子は，１ページです。はじめに，問題冊子（一冊），解答用紙（３枚），下書き用紙（３

枚）を確かめ，枚数の不足や，印刷が不鮮明なもの，ページの落丁・乱丁があった場合には，

手をあげて監督者に申し出なさい。 

4  解答はすべて解答用紙に記入しなさい。（下書き用紙と間違わないよう十分注意してください。

下書き用紙は，採点対象とはなりません。） 

5  文字数制限のある解答用紙の記入については,下記の点に留意すること。 

・書き出しは, 一マスあけない。 

・改行したら，最初の一マスをあける。 

・句読点及び括弧等はそれぞれ一マス使う。 

・小さな文字「っ」「ゃ」「ゅ」「ょ」等はそれぞれ一マス使う。 

・英数字は一文字に一マス使う。 

・行の末尾の句読点及び括弧等は，最後のマス目の文字と一緒に書きいれる。 

6  問題は，声を出して読んではいけません。 

7  配点は，比率（％）で表示してあります。 

 

試験終了後 

8  問題冊子と下書き用紙は，必ず持ち帰りなさい。 



 

 

令和 8年度 総合型選抜（グローバル共創科学部） 

聴講・論述試験 
 

 

 
問１ 植物や動物への遺伝子組換えやゲノム編集は、食品安全や生態系への影響といった懸念は

あるものの、品種開発に有用であり、実用化が進んでいます。一方、人間については体細胞を

対象とした遺伝子治療は行われていますが、治療以外の目的で遺伝子を改変することには、社

会的・倫理的な観点から強い反発や議論を招く場合があります。なぜ人間への応用が特に慎重

に扱われるのか、あなた自身の考えを 300 字以内で述べなさい。（30%） 
 
 
問２  Genetic testing can assess the risk of developing genetic diseases in the future. 

Understanding the associated risk in advance allows individuals to take preventative 
measures. Conversely, if an individual is found to be a carrier of certain genetic 
disorders, this information could influence decisions about choosing a partner or 
planning to have a child, potentially imposing constraints on their future life plans. 
Based on the information provided, choose the stance of undergoing genetic testing or 
not undergoing it. Explain your reasons in 300 Japanese characters or less, using a key 
phrase “right not to know”. (30%) 

 
 
問３ ヒトの「設計」が行われるようになったと仮定し、次に示す項目を目的とした遺伝子改変が行わ

れる際に、起こると予想される影響についてそれぞれ 200 字以内で説明しなさい。（40%） 
（１） 致死性の遺伝性疾患の治療（例えば筋ジストロフィー） 

 

（２） 身体能力の向上 

 
 



（様式８） 

採点・評価基準(具体的基準) 

教科・科目名 聴講・論述試験（総合型選抜：令和８年度） 問題番号  

対 象 学 部・ 

学科(課程)等 
グローバル共創科学部・グローバル共創科学科 

出題のねらい 

遺伝子の基礎から遺伝子組換え・ゲノム編集・遺伝子検査の応用までを扱
い、それらが医療・社会に与える影響や倫理的な課題に関する講義を聴講し
た後に、以下の論述問題への解答を求め、文系・理系の基礎学力、英語力、
思考力等を評価する。 

 
問１：出題文の内容を正確に理解する読解力、遺伝子改変技術の医療利用と
それ以外の人間への応用の違いについての分析力と思考力、および文章表
現力を評価する。 

問２：遺伝子検査の利点と課題について講義および英語資料の内容を理解
し、「right not to know」の概念を適切に用いながら、自らの立場を明
確にし、論理的に説明する力を評価する。 

問３：遺伝子改変技術の具体的な応用例について、その影響を多面的に捉え、
医療的意義および倫理的・社会的課題を踏まえて適切に考察し説明する力を
評価する。 

 
 

採 点 基 準 
 

(点数は200点 

満点の場合） 

 
問１ （配点30%） 
 
人間に対する遺伝子改変について、医療応用とそれ以外の目的の違いを
踏まえ、その扱いが慎重になる理由を倫理的・社会的観点から理解し、適
切に説明していること。また、自身の考えを論理的に述べていること。 
 
問２ （配点30%） 
遺伝子検査の利点および課題について講義内容を踏まえて理解し、
「right not to know」の概念を適切に用いながら、自らの立場を明確に
し、論理的に説明していること。 
 
問３ （配点40%） 
（１） 
遺伝性疾患の治療を目的とした遺伝子改変について、その意義および影響
を理解し、適切に説明していること。 
（２） 
身体能力の向上を目的とした遺伝子改変について、その影響や問題点を多
面的に捉え、適切に説明していること。 
 
 
問１、２、３共通 
① 出題文で提示された条件（字数制限、キーワードの使用など）を満た
していること。 
② 文章全体に整合性があること。 
③ 誤字、脱字、文法上の誤りがないこと。（減点対象） 

 


